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デジタル時代の人材政策に関する検討会

生成AIを活用した価値創出の取り組みと、人材育成への示唆

株式会社グロービス
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自己紹介

鳥潟幸志（とりがた こうじ）

・グロービス経営大学院 教員

- ベンチャーマネジメント科目責任者、企業研修では事業開発系・思考系 講師

・株式会社グロービス  デジタル・プラットフォーム マネジング・ディレクター

   - グロービス学び放題 事業リーダー

＜職歴＞

サイバーエージェント入社 （1.5年）

ビルコム株式会社 共同創業 取締役COO （約10年）

グロービスへ入社 マネジング・ディレクター / グロービス経営大学院 教員 （現在）
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グロービスについて

累計80万人、3000社以上が導入
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本日の内容

1. グロービスにおける生成AI活用の取り組み

2. 生成AIの活用を推進する組織ケイパビリティの考え方

3. 生成AI時代の人材育成について
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本日の内容

1. グロービスにおける生成AI活用の取り組み

2. 生成AIの活用を推進する組織ケイパビリティの考え方

3. 生成AI時代の人材育成について
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4

５

OpenAIがAPIを公開した3月から6月の4ヶ月間で
生み出したサービス数

ヶ月

サービス
生成AIを活用した実務者からの視点から気付きを共有させていただきたいと思います。
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GAiChaL(GLOBIS AI Chat Learning) 2023/3/3 リリース

Open AIがChatGPTのAPI公開リリースの
二日後にプレスリリース
（直後に英語でも実施）
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GAiChaL(GLOBIS AI Chat Learning)

Open AI社提供のGPT APIを活
用し、LINEをインターフェースとし
てシステム開発

AIが出題する問題に受講生が回
答すると回答内容に即した自然な
フィードバックがかえされる

ナノ単科受講生に提供中

約８割のユーザーが、学習効果に
対してポジティブな評価！
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GLOBIS 学び放題 AIフィードバック for 振り返り 2023/4/26 リリース
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GLOBIS 学び放題 AIフィードバック for 自由記述クイズ 2023/6/5 リリース

より学びを深掘りできるようなフィードバック
を受けられる
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GLOBIS 学び放題 AIと学ぶシリーズ 2023/6/23 リリース

AIと学ぶことに特化した
コースを開発。

動画学習
＋
自由記述クイズ
＋
個別最適化されたプロン
プト
（模範回答、講師フィード
バックのポイント）
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ナノ単科 向け AIコーチング 2023/6/29
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生成AIに関連した教育サービスを5つリリースしての成果と学びは？
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GLOBIS 学び放題 AIフィードバック の利用率と反響

利用率70％超（想定以上の利用率）
ユーザーの口コミもポジティブ

→現在はデフォルト利用の設定に変更
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AIフィードバック への評価（good / average / bad）の取得開始
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25%のユーザーがbadの評価をしている！？
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日本語で入力した振り返りに、英語で回答がされていることが判明

## 独自の言語ルール 
以下の例を参考に入力文の言語を判定し、
フィードバックは入力文と同じ言語で出力し
てください。

例1：入力文が日本語なら出力文は日本語 
例2：入力文が英語なら出力文は英語

プロンプトに以下の内容を追加
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bad評価は25% → 1-2%へ減少 good評価は44% → 65%へ向上！

■気付き

出力文はOpenAI側のアップデートに左

右されるということ。（リリース前テストで

は英語は出力はなかった）

ユーザーフィードバックを、定量・定性で

モニタリングし、改善を回すプロセスが

重要！

■今後：

生成AIが、実際の学習行動・学習効果

に与えた影響を明らかにしていく
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本日の内容

1. グロービスにおける生成AI活用の取り組み

2. 生成AIの活用を推進する組織ケイパビリティの考え方

3. 生成AI時代の人材育成について
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スピード感を持って、生成AIをサービス展開するために、どのよ
うな組織ケイパビリティが必要か？



22

グロービスの場合

専門家集団による
ナレッジの集積

自律分散型の動きの促進
マネジメントからの
危機意識と強烈な

メッセージ
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2月に開催した全社リトリート でのTOPからの発言

ダボス会議では、生成AIの話題で持ちきりだった。

これは、教育ビジネスを変革する驚異的な技術である。

これを機会と捉えて、我々も変革を促進する必要がある。
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専門家集団によるナレッジの集積
グロービスAI経営教育研究所(GAiMERi) 

「グロービスAI経営教育研究所」では、国内最大のビジネススクールのノウハウと、企業の人材育成や組織変革など教育現場か
ら得られる知見と、AI（人工知能）をはじめとするデジタルテクノロジーや認知科学の発展がもたらすイノベーションを統合した次
世代経営教育モデルを研究開発しています。 (2017年2月設立)

【アドバイザリーボード】
安宅和人 慶應義塾大学環境情報学部 教授 ・Zホールディングス株式会社 シニアストラテジスト

乾健太郎 東北大学大学院情報科学研究科 教授

松尾豊 東京大学大学院工学系研究科 教授

【メンバー構成】
■ 所長：鈴木健一
■ チームリーダー：梶井麻未
■ テクノロジー職 6名

(機械学習エンジニア 3名、プロダクトマネジャー 1名、Web開発エンジニア・デザイナー 2名、業務委託含む)
■ 総合職 約10名

(講師、コンテンツ開発、オペレーション等。他チームと兼務含む)

5年以上続けている研究開発メンバーが、初期フェーズにスピード感をもって組織をリード。
その後、事業側のサービス開発においても連携を進める。
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自律分散の動き 1/2
それぞれの立場で、一斉にアクションがすすむ

エンジニアの動き 教員グループの動き 事業担当の動き

Open AIのAPI活用ルールの整備

社内での事例共有会を開催

読書会の開催（2023/4）

英語書籍を読み、議論を重ねる

事業アイデアをベースに、エンジニ
ア・コンテンツ担当と議論

Reid Hoffman 著

Open AIの共同創業者

投資家として、PayPal, 
Linkedin, Facebookなどの立
ち上げに関与

ブリッツスケーリング著者

事業

エン
ジニ
ア

デザ
イナ

教材
開発
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自律分散の動き 2/2
グロービス社内で実施した「生成AI」をテーマにしたアイデアソン

GLOBIS Generative AI Ideason

80のアイデアが集まり、10のアイデアが事業化・
実用化に向けて動き出す

各部門で生成AIのサービス化、イベント開催などが進む

集合知の可能性を広げる、場の設計が重要
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2023年7月時点の状況

ユースケースのカンブリア爆発

最低限の制約は設けながらも、積極的にユースケースを生
み出す組織的な仕掛けが求められるのではないか
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本日の内容

1. グロービスにおける生成AI活用の取り組み

2. 生成AIの活用を推進する組織ケイパビリティの考え方

3. 生成AI時代の人材育成について
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生成AIに関連するサービスをリリースするプロセスを通じ、

改めて必要とされる人材要件について考察しました。
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生成AIを活用した、付加価値サービスを生み出すプロセス

要求

設計／開発

思考／評価

意思
決定

・問いの設定力
・言語化の能力

・生成AIの提案に対して、
決断する力

・プロンプトエンジニア力
・ソフトウェア、デザイン、インフラ、
QAなどを統合する力

・該当領域の専門性、知の体系化
・リスク感度
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育成

生成AI時代に、自社はどのような育成
計画を立案するべきか？

この提案をどう評価するか？
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育成

 

 



市場・顧客
33

育成単体で判断するのではなく、体系的な繋がりを踏まえた評価が必要。
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経営理念／
ビジョン

経営チーム

経営戦略

ヒト モノ カネ

行動

採用 評価 報酬 育成

Debt Equity技術・特許等

企画／製
造

マーケ／販
売

デリバリ
アフター
フォロー

商品・
サービス
（CVP）

購買 比較検討 認知・理解

売上 － コスト ＝利益

客数 × 客単価

新規 ＋ 既存

C/F

B/SP/L
競合

・競争優位性
・持続性の維持

労働市場

顧客の動き

金融市場

・銀行
・投資家、等

企業文化

資本政策技術・生産政策

各種資源を活用したValue Chain

Value Chainにより生み出された付加価値

○
△

△

×
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（参考）今後求められる、決断力を高めるポイント

モノの見方 三原則（＊1）

多面的

長期的

根源的

意思決定の作法（＊2）

頭で考え（知力）

心で感じて（共感力）

腹で決める（胆力）

日常的に、自分が関わる事業の情報を多長根で収集し、考える癖をつける。
実際に意思決定する際には、知力・共感力・胆力のバランスを意識する。

＊1: 安岡正篤 「一日一言」より
＊2：新将命「決断の作法」を参考に筆者が一部修正
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生成AIを活用した、付加価値サービスを生み出すプロセス

要求

設計／開発

思考／評価

意思
決定

リーダーシップ・組織開発

倫理観

理想（ビジョン）

ユーザー
理解

自社の
強み

競争優
位

Howの引き出し

技術理
解

Case 
Study Data
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参考：リーダーシップにおける考察（他人に影響を与える6つのポイント）

出典：グロービス学び放題  「パワーと影響力（入門編）」

with 生成AIの時代により大切になる要素は？
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参考：リーダーシップにおける考察（他人に影響を与える6つのポイント）

出典：グロービス学び放題  「パワーと影響力（入門編）」

社会的証明や権威、希少性は生成AIによって早々に陳腐化されていくのではないか？

一方で、人 対 人 の関係性により生じる要素（返報性・行為）や、リーダーとしての姿勢（コミットメン
トと一貫性）はより求められていくのではないか？
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AI時代の人材育成について（まとめ）

● 生成AIから適切な回答を引き出すための「問いの設定力・言語化の能力」 ≒  優秀なマネジメントスキル

● 生成AIを活用して新しい価値を生み出すための「プロンプトエンジニア力」、「開発・デザイン・インフラ・QA・データサイエンス
などを統合する能力」

● 生成AIのアウトプットを踏まえて思考・評価するための、「該当領域の専門性、知識の体系化、リスク感度」

● 責任を持って意思決定するための「決断力」。決断力を支える、モノの見方や決断時の思想体系。
○ 自身の周辺領域を「部分」ではなく、「体系的」に学ぶ。（ex：ナレッジ・エフェクト効果を信じる）
○ 歴史から学び、先人たちの意思決定の成功・失敗を学ぶ。
○ 自分が向き合うテーマの社会的な意義、根源的な意味を深く掘り下げる。Whyを繰り返す。
○ 決断に100%正しいものは存在せず、ある領域からは「主観的な判断」が必要であり、判断によって発生する「結果への

責任を負う覚悟」を持つ。または、そのような対話を経験者と重ねていく。

● ビジョンを掲げる力。そのための、正しい現状認識の力（ex：市場・顧客、自社の強み、競合状況など）

● テクノロジートレンドの理解、Howの引き出しの蓄積。

● 実験思考のリーダーシップスタイル、倫理観の組織浸透
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質疑応答


